
●
は
じ
め
に

本
稿
で
は
二
○
○
三
年
七
月
に
始
ま
っ
た
キ
ュ

ー
バ
経
済
の
脱
ド
ル
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
す
る
。

米
ド
ル
な
い
し
そ
の
他
の
外
国
通
貨
を
基
軸
と

し
た
通
貨
本
位
制
を
採
用
し
て
い
た
諸
国
で
は
、

脱
ド
ル
化
は
一
般
的
な
傾
向
で
は
な
い
。
二
○
○

三
年
半
ば
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
キ
ュ
ー
バ
経
済

の
脱
ド
ル
化
の
過
程
は
、
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と

例
外
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
脱
ド
ル
化
が
一

般
的
で
な
い
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
点

が
考
え
ら
れ
る
。
①
ド
ル
化
は
い
わ
ゆ
る
「
第
三

世
界
」
に
適
用
さ
れ
る
マ
ク
ロ
経
済
調
整
・
安
定

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
特
に
中
南
米
で
は
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
が
採
用
し
た
例
が
複
数
あ
っ
た
。
②
こ
れ
ら

諸
国
の
イ
ン
フ
レ
、
為
替
相
場
不
安
定
化
と
い
う

事
態
に
対
処
す
る
う
え
で
、
ド
ル
化
は
一
定
の
成

功
を
収
め
た
。
③
ド
ル
化
は
外
国
投
資
を
促
す
要

因
と
な
っ
た
。
④
ド
ル
化
は
新
自
由
主
義
モ
デ
ル

の
基
本
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
環
だ
っ
た
。

し
か
し
一
方
で
、
ド
ル
化
は
こ
れ
ら
諸
国
に
お

け
る
中
央
銀
行
の
必
要
性
へ
の
疑
問
、
相
対
的
に

過
大
評
価
さ
れ
た
為
替
レ
ー
ト
に
よ
る
国
内
生
産

に
お
け
る
競
争
力
の
喪
失
を
含
め
、
金
融
政
策
の

自
立
的
運
営
に
お
け
る
金
融
自
主
権
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
制
約
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
ド
ル
化
の

利
点
は
、
著
し
く
限
定
さ
れ
て
お
り
、
構
造
的
不

均
衡
は
大
幅
に
変
化
せ
ず
、
逆
に
、
一
部
の
国
で

は
不
均
衡
が
悪
化
し
、
最
終
的
に
は
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
例
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
奇
形
的
」
状
況

の
現
出
を
促
し
た
。

キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
一
九
九
○
年
代
に
生
じ
た

経
済
の
ド
ル
化
は
、
次
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
①
経
済
改
革
の
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
。
②
国
家
が
経
済
活
動
に
決

定
的
に
関
与
し
、
金
融
・
銀
行
制
度
を
絶
対
的
に

支
配
し
て
い
た
。
③
通
貨
当
局
が
金
融
政
策
の
独

立
性
を
維
持
し
て
い
た
。
④
ド
ル
の
流
通
は
交
換

可
能
通
貨
（
兌
換
ペ
ソ
）
の
導
入
と
同
時
に
行
わ

れ
た
。
⑤
ド
ル
化
は
合
法
的
な
外
貨
保
有
と
経
済

の
対
外
開
放
策
促
進
の
複
合
効
果
の
下
で
進
展
し

た
。
⑥
ド
ル
化
は
常
に
一
時
的
な
措
置
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
て
い
た
。

●
ド
ル
化
と
そ
の
影
響

旧
コ
メ
コ
ン
（
経
済
相
互
援
助
会
議
）
加
盟
諸

国
と
の
経
済
、
貿
易
関
係
の
大
幅
縮
小
に
よ
り
、

キ
ュ
ー
バ
は
、
外
国
か
ら
の
信
用
の
急
激
な
縮
小
、

国
内
消
費
の
大
幅
低
下
、
貿
易
環
境
の
悪
化
な
ど
、

困
難
か
つ
複
雑
な
経
済
の
調
整
プ
ロ
セ
ス
に
直
面

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
必
要
な
調
整

の
規
模
と
短
期
的
な
実
行
可
能
性
の
矛
盾
を
整
理

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

当
初
、
調
整
プ
ロ
セ
ス
は
財
政
赤
字
の
増
大
を

も
た
ら
し
た
。
財
政
赤
字
は
一
九
九
三
年
に
は
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
三
三
％
超
に
ま
で
拡
大

し
た
。
同
時
に
、
国
内
イ
ン
フ
レ
の
進
行
と
ペ
ソ

の
大
幅
下
落
が
も
た
ら
さ
れ
、
ペ
ソ
の
非
公
式
為

替
レ
ー
ト
は
一
九
八
九
年
の
一
米
ド
ル
＝
八
ペ
ソ

か
ら
一
九
九
三
年
末
に
は
同
一
○
○
ペ
ソ
以
上
ま

で
急
落
し
た
。
危
機
発
生
後
、
対
外
収
支
赤
字
は

急
激
に
拡
大
、
外
貨
準
備
は
最
小
限
ま
で
減
少
し
、

キ
ュ
ー
バ
の
外
貨
危
機
が
激
化
し
た
（
参
考
文
献

⑥
、
⑨
）。
対
外
収
支
赤
字
の
大
幅
増
加
、
通
貨

の
下
落
に
よ
り
、
通
貨
切
り
下
げ
に
至
っ
た
が
、

キ
ュ
ー
バ
の
経
済
情
勢
は
改
善
す
る
ど
こ
ろ
か
、

景
気
後
退
が
進
行
し
、
こ
れ
に
付
随
す
る
問
題
も

発
生
し
た
。
各
種
の
実
証
的
考
察
に
よ
る
と
、
キ

ュ
ー
バ
が
直
面
し
た
の
と
同
様
の
経
済
状
況
に
あ

っ
た
諸
国
で
も
、
通
貨
切
り
下
げ
は
追
加
需
要
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

キ
ュ
ー
バ
経
済
に
お
け
る
脱
ド
ル
化
の
試
み̶

経
緯
と
展
望
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（
参
考
文
献
⑤
）。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
旧
社
会
主
義
国
に
お

け
る
通
貨
切
り
下
げ
を
考
察
す
る
と
、
両
者
と
も

通
貨
切
り
下
げ
が
生
産
部
門
へ
の
外
国
投
資
お
よ

び
国
内
投
資
の
阻
害
要
因
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
多
額
の
投
資
資

金
が
金
融
部
門
に
投
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
生
産
能

力
の
活
用
度
も
低
下
し
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
ケ
ー
ス

で
も
、
ペ
ソ
の
非
兌
換
性
か
ら
、
通
貨
切
り
下
げ

は
好
結
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
要
素
だ
け
で
も
切
り
下
げ
決
定
の
便
益
を
無

効
に
し
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
付
言
し
て
お
き
た

い
点
は
、
通
貨
切
り
下
げ
は
そ
の
他
の
金
融
面
で

の
緊
張
要
因
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
種
の
措
置
は
通
常
、
予
算
削
減
＝
緊

縮
財
政
と
、
当
時
そ
の
水
準
が
最
も
重
要
視
さ
れ

て
い
た
外
貨
準
備
の
減
少
を
伴
う
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
（
参
考
文
献
⑦
）。

過
去
一
五
年
間
の
キ
ュ
ー
バ
の
通
貨
流
通
と
経

済
活
動
は
国
内
通
貨
ペ
ソ
と
、
米
ド
ル
を
中
心
と

し
た
兌
換
可
能
な
通
貨
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た

（
図
１
参
照
）。
こ
の
二

つ
の
通
貨
は
民
間
取
引
に

適
用
さ
れ
る
「
非
公
式
」

な
為
替
レ
ー
ト
で
取
り
引

き
さ
れ
て
い
る
。

ド
ル
に
基
づ
く
経
済
の

運
用
は
、
経
済
危
機
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
シ
ョ

ッ
ク
の
中
で
、
マ
ク
ロ
経

済
の
安
定
化
に
寄
与
し
た
。

ま
た
資
源
配
分
に
必
要
な

価
格
水
準
を
よ
り
適
切
に

反
映
す
る
道
具
と
し
て
作

用
し
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
生
産
の
調
整
プ
ロ
セ
ス

を
世
界
市
場
の
状
況
に
適

応
す
る
よ
う
に
緩
和
し
た
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
ド
ル

化
の
決
定
は
キ
ュ
ー
バ
に

お
け
る
経
済
改
革
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
、

お
よ
び
、
国
際
収
支
の
経
常
収
支
赤
字
拡
大
を
受

け
た
新
た
な
代
替
策
活
用
の
必
要
性
に
対
応
し
た

も
の
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。
従
っ
て
、
表

１
で
わ
か
る
よ
う
に
、
目
標
は
達
成
さ
れ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。

表
１
の
数
字
を
見
れ
ば
、
経
常
移
転
、
中
で
も

米
ド
ル
そ
の
他
の
外
貨
を
用
い
た
国
内
市
場
（
外

貨
店
）
の
収
入
は
、
経
常
収
支
赤
字
を
完
全
に
帳

消
し
に
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
外
国
投
資
の
促
進

に
も
資
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
キ
ュ
ー

バ
経
済
に
お
け
る
所
得
の
主
要
な
源
泉
の
一
つ
で

あ
る
海
外
か
ら
の
家
族
送
金
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
珍
し
く
な
い
現
象
で
あ
る
。

外
貨
に
よ
る
売
上
高
の
拡
大
は
、
キ
ュ
ー
バ
経
済

の
転
換
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
経
済
回
復
に
国
内
市
場

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

こ
の
部
門
に
お
け
る
売
上
高
は
一
九
九
三
年
の
二

億
六
二
九
○
万
ド
ル
か
ら
二
○
○
三
年
に
は
一
三

億
七
九
○
○
万
ド
ル
に
増
加
し
た
（
図
２
参
照
）。

一
○
年
間
で
五
倍
以
上
に
増
え
た
こ
と
に
な
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
点
は
、
ハ
ー
ド
カ
レ
ン

シ
ー
で
の
所
得
は
基
本
的
に
国
民
に
対
す
る
食
糧

配
給
の
た
め
の
基
金
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

米
国
と
の
貿
易
で
は
キ
ュ
ー
バ
の
輸
入
の
大
半
は

食
料
品
だ
っ
た
。
輸
入
品
目
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

大
豆
お
よ
び
そ
の
副
産
物
、
鶏
肉
お
よ
び
小
麦
の

四
つ
の
品
目
が
際
立
っ
て
い
る
（
対
米
貿
易
に
つ

い
て
は
表
２
参
照
）。

ド
ル
化
の
影
響
は
、
キ
ュ
ー
バ
企
業
に
も
及
ん

だ
。
こ
の
文
脈
で
際
立
つ
の
が
、
ハ
ー
ド
カ
レ
ン

0

10,000

20,000

19961995 1997 1998 1999 2000

30,000

40,000

MMP

100万ペソ 流動性総計

図１　通貨流通におけるドル化の進展 （単位：百万ペソ）

（出所）筆者推計値。

年
純経常移転 

外貨店に
おける
総販売額 

経常収支赤字 外国投資 割合（％）

     /  /  /  /

1993 262.9 262.9 372.0 54.0 70.7 70.7 486.9 486.9

1994 470.2 472.0 260.0 563.4 180.4 181.5 83.5 83.8

1995 546.2 537.0 518.0 4.7 105.4 103.7 11,621.3 11,021.3

1996 743.7 743.9 167.0 82.8 445.2 445.5 898.2 898.4

1997 791.7 867.4 437.0 442.0 181.2 198.5 179.1 196.2

1998 813.9 1,027.0 392.4 206.6 207.4 261.7 393.9 497.1

1999 799.0 1,019.1 461.8 178.2 173.0 220.7 448.4 571.9

2000 740.4 1,101.4 776.0 448.1 95.4 141.9 165.2 245.8

2001 812.9 1,174.4 552.7   38.9 147.1 212.5 2,089.7 3,019.0

2002* ND 1,189.9 276.8 ND ------- 429.9 ------- -------

2003* ND 1,379.0 132.4 ND ------- 1,041.5 ------- -------

Total
1993-2003

5,980.9 9,774.0 4,898.8 2,024.1 133.2 199.5 295.5 356.04

表１　主要経済指標の推移（1993-2003 年） （単位：百万ドル）

（出所）国家統計局、中央銀行、国連ラテンアメリカ・カリブ経済委員会のデータより筆者作成。
（注）*2002 年と 2003 年のデータは国連ラテンアメリカ・カリブ経済委員会の推計値。
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た
ら
し
た
。
そ
の
主
な
も

の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
ハ
ー
ド
カ
レ
ン
シ
ー
獲

得
の
た
め
の
生
産
活
動
、

サ
ー
ビ
ス
が
重
要
視
さ
れ
、

そ
の
他
の
生
産
、
サ
ー
ビ

ス
が
軽
視
さ
れ
た
。
②
文

化
・
企
業
管
理
に
お
け
る

ド
ル
化
の
進
展
。
③
資
源

の
有
効
活
用
を
阻
害
す
る

経
済
の
細
分
化
の
広
が
り
。

④
通
貨
ペ
ソ
で
支
払
う
給

与
の
大
幅
な
目
減
り
。
⑤

汚
職
の
発
生
。
⑥
国
民
に

よ
る
手
段
を
選
ば
な
い
ハ

ー
ド
カ
レ
ン
シ
ー
所
得
の

追
求
。

ド
ル
化
プ
ロ
セ
ス
の
進
展
に
よ
っ
て
、
ペ
ソ
に

よ
る
収
入
の
価
値
は
低
下
し
、
有
効
な
労
働
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
が
欠
如
し
て
い
る
中
で
、
こ
の

こ
と
は
特
別
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
ペ
ソ
で

の
給
与
を
増
や
し
て
も
ド
ル
か
ら
の
影
響
を
軽
減

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
給

与
水
準
の
変
更
よ
り
も
金
融
危
機
を
防
止
す
る
こ

と
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

前
述
の
状
況
に
よ
り
、
所
得
の
代
替
選
択
肢
を

持
た
な
い
中
間
層
お
よ
び
低
層
の
給
与
所
得
者
の

一
部
の
実
質
所
得
は
、
そ
の
他
の
社
会
グ
ル
ー
プ

と
比
べ
大
幅
に
悪
化
し
、
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
に
も
不
十
分
な
水
準
と
な
っ
た
（
参
考
文
献

シ
ー
で
の
銀
行
口
座
開
設
に
伴
う
自
己
金
融
ス
キ

ー
ム
の
一
般
化
、
予
算
の
綿
密
な
作
成
と
執
行
、

契
約
書
お
よ
び
価
格
の
取
り
決
め
で
あ
る
。
ま
た
、

外
貨
と
の
定
常
的
リ
ン
ク
に
よ
り
企
業
セ
ク
タ
ー

に
お
け
る
競
争
力
の
役
割
が
相
対
的
に
高
ま
っ
た
。

こ
れ
ら
の
要
因
は
企
業
に
お
い
て
、
生
産
能
力
と

実
需
要
と
の
緩
や
か
な
調
整
に
寄
与
し
た
。
す
な

わ
ち
、
企
業
は
実
際
に
売
れ
る
可
能
性
の
あ
る
製

品
の
生
産
に
集
中
す
る
傾
向
が
出
て
き
た
の
で
あ

る
。外

貨
に
よ
る
銀
行
・
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

と
り
わ
け
金
融
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
重
点
的
経
済

活
動
へ
の
年
間
一
○
億
ド
ル
を
超
え
る
額
の
資
金

供
給
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
要
因
と
同
時
に
、
米
ド
ル

使
用
は
企
業
シ
ス
テ
ム
に
い
く
つ
か
の
問
題
も
も

③
）。外
貨
に
よ
る
金
融
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
計
算
、

事
業
管
理
の
評
価
か
ら
ペ
ソ
を
排
除
す
る
傾
向
を

強
め
た
。
実
質
コ
ス
ト
を
よ
り
正
確
に
決
定
で
き
、

よ
り
効
率
的
な
事
業
管
理
が
可
能
に
な
る
な
ど
、

こ
の
傾
向
は
し
ば
ら
く
の
間
は
好
ま
し
い
結
果
を

も
た
ら
し
た
が
、
国
際
収
支
上
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

の
問
題
軽
減
に
は
寄
与
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
外
貨
を
扱
う
企
業
に
対
す
る
規
制
の
内

容
が
多
様
化
し
た
た
め
、
規
制
が
非
効
率
と
な
っ

た
（
参
考
文
献
④
）。
輸
入
と
外
貨
に
よ
る
国
内

支
出
の
区
別
が
で
き
ず
、
大
半
の
諸
国
の
通
貨
制

度
で
確
立
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
年
間
を
通
じ
た

対
外
支
出
の
額
の
規
制
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
事

実
こ
う
し
た
状
況
に
よ
り
、
輸
入
に
必
要
な
額
の

二
倍
の
米
ド
ル
需
要
が
生
み
出
さ
れ
、
ド
ル
需
要

を
膨
張
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
外
貨
と
は

無
縁
な
経
済
活
動
が
停
滞
し
た
こ
と
も
付
言
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
乳
牛
・
肉
牛
の
生
産
な
ど
、
外

貨
獲
得
手
段
で
は
な
い
も
の
の
、
必
要
不
可
欠
な

基
本
的
な
財
の
生
産
活
動
を
発
展
さ
せ
る
努
力
が

必
要
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
必
要
な
調
整
措
置
を
導

入
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
政
府
指
導
部
に
よ
る

複
数
の
調
査
作
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査

は
、
ド
ル
化
拡
大
に
伴
う
諸
問
題
の
徹
底
分
析
ば

か
り
で
は
な
く
、
一
九
九
○
年
代
の
改
革
政
策
の

見
直
し
を
含
む
も
の
だ
っ
た
。
一
般
論
と
し
て
、

改
革
政
策
の
見
直
し
は
、
多
く
の
面
で
、
い
わ
ゆ

る
「
特
別
期
間
」（
ソ
連
崩
壊
後
の
経
済
危
機
）

の
開
始
以
前
の
経
済
慣
行
へ
の
回
帰
に
つ
な
が
っ

た
。
と
く
に
、
経
済
政
策
の
意
思
決
定
メ
カ
ニ
ズ

262.9

537

743.9
867.4

939
1,019.1

1,101.4
1,174 1,189.9

1,379

0

200

1993 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600 （単位：百万ドル）

図２　外貨収入の推移

（出所）政府統計局データ（ONE, “Ventas de la producción nacional 
con destino a las Tiendas Recaudadoras en Divisas〔TRD〕y el 
Turismo en 1997”〔Sales of National Products Destined to Foreign 
Currency Stores〕, “Ventas de la producción nacional con destino 
a las Tiendas Recaudadoras en Divisas〔TRD〕y el Turismo en 
2000”〔Sales of National Products Destined to Foreign Currency 
Stores and Tourism in the Year 2000〕）より筆者推計。

年 輸入額 mmd
キューバの全輸入に
占める割合（％）

キューバの外貨収入
に占める割合（％）*

米国からの輸入量
（トン）

2001 4,400,000 0.09 0.4 28,200

2002 175,900,000 4.2 14.8 831,900

2003 343,900,000 7.4 27.3 1,272,900

2004 474,100,000 8.7 32.3 +1,600,000

表２　キューバ・米国間の貿易の推移（2001-2003 年）

（出所）『グランマ』紙 2004 年 10 月 26 日、p.1.  『キューバ統計年鑑』2003 年版等。
（注）＊外貨店での販売実績に占める割合。Refers to income from sales in Tiendas 
Recaudadoras de Divisas.
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ム
が
、
よ
り
中
央
集
権
的
な
や
り
方
に
逆
戻
り
し

た
。
こ
れ
は
、
厳
し
い
状
況
下
で
政
府
の
運
営
能

力
を
維
持
す
る
と
い
う
必
要
性
に
基
づ
い
て
い
る

（
参
考
文
献
②
）。

●
脱
ド
ル
化
プ
ロ
セ
ス

脱
ド
ル
化
推
進
の
た
め
の
最
初
の
措
置
は
一
九

九
五
年
の
ペ
ソ
兌
換
性
お
よ
び
国
際
的
決
済
手
段

と
し
て
の
ユ
ー
ロ
の
使
用
を
義
務
付
け
る
決
定
だ

っ
た
。
ペ
ソ
兌
換
性
は
部
分
的
通
貨
改
革
（
参
考

文
献
⑧
）
の
出
発
点
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ド

ル
の
自
由
な
流
通
に
代
わ
る
条
件
の
創
出
の
開
始

で
も
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
れ
は
、
ド
ル
化
が
常
に

一
時
的
現
象
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
対
外
関
係

に
お
い
て
、
ま
た
特
に
観
光
業
に
お
い
て
、
ユ
ー

ロ
を
主
要
な
通
貨
、
金
融
手
段
と
す
る
決
定
は
、

ド
ル
化
が
キ
ュ
ー
バ
経
済
に
も
た
ら
し
た
悪
影
響

を
軽
減
し
、
ド
ル
以
外
の
外
貨
の
再
評
価
と
同
時

に
、
西
欧
諸
国
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
目
的
と
し

て
い
た
。
だ
が
、
前
述
し
た
措
置
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
企
業
の
財
務
や
経
済
開
放
政
策
の
運
営
面
で

実
質
的
に
非
ド
ル
化
が
始
ま
っ
た
の
は
二
○
○
三

年
夏
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

①
企
業
財
務
の
転
換

中
央
銀
行
決
議
第
六
五
号
が
承
認
さ
れ
、
企
業

間
取
引
に
お
け
る
兌
換
率
の
採
用
お
よ
び
為
替
管

理
が
義
務
化
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
に
続
い
て
、
二

○
○
四
年
一
二
月
二
九
日
に
は
国
営
企
業
の
外
貨

の
取
り
扱
い
に
、
よ
り
厳
し
い
基
準
を
設
け
る
決

議
九
二
号
が
採
択
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ド
ル
化
の
影
響
は
持
続
し
た
。
特
に
経
済
主
体
が

よ
り
安
定
度
の
低
い
通
貨
に
抵
抗
す
る
の
は
当
然

の
傾
向
だ
っ
た
（
参
考
文
献

）。
前
述
の
決
議

の
承
認
に
よ
り
、
外
貨
の
使
用
お
よ
び
そ
の
行
き

先
に
関
し
て
管
理
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
経

済
の
規
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
重
点
の
変
更
が

行
わ
れ
た
。
後
者
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
諸
点

が
際
立
っ
て
い
る
。
（ i ）
経
済
政
策
に
お
け
る
中
央

銀
行
の
主
導
的
役
割
の
顕
著
な
高
ま
り
。
（ ii ）
金
融

政
策
に
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
付
与
。
（iii）
景
気
回

復
が
い
ま
だ
十
分
で
な
い
中
、
兌
換
ペ
ソ
の
通
貨

流
通
へ
の
流
入
強
化
。
（iv）
特
に
不
測
の
事
態
が
発

生
し
た
場
合
を
含
め
た
、
金
融
情
勢
へ
の
よ
り
機

敏
な
対
応
。
（ v ）
リ
ス
ク
管
理
に
特
別
な
重
要
性
を

持
た
せ
る
こ
と
。
（vi）
意
思
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
よ

り
厳
格
な
中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
へ
の
回
帰
。
（vii）
ノ

ン
バ
ン
ク
金
融
機
関
の
役
割
お
よ
び
一
九
九
○
年

代
に
お
け
る
銀
行
シ
ス
テ
ム
再
編
の
再
評
価
。
（viii）

各
省
庁
の
金
融
取
引
に
お
け
る
自
由
度
の
低
下
傾

向
。
（ix）
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
の
計
画
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
銀
行
・
金
融
シ
ス
テ
ム
の
調
整
の
導
入
の

必
要
性
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
卸
売
物
価
シ
ス
テ
ム
の
改

革
が
始
ま
り
、
最
初
の
措
置
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

外
貨
建
て
の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
一
部
の
サ
ー
ビ

ス
価
格
の
請
求
を
今
後
自
国
通
貨
で
行
う
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
加
え
て
、
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
る

税
金
の
上
限
は
大
半
の
も
の
は
一
○
％
に
設
定
さ

れ
た
が
、
特
定
の
ケ
ー
ス
で
は
上
限
が
二
○
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
兌
換
ペ
ソ
の
利
用
義
務
付
け

と
と
も
に
、
こ
の
措
置
は
ペ
ソ
に
通
貨
機
能
の
一

部
を
徐
々
に
回
復
す
る
機
会
を
与
え
、
財
務
管
理
、

内　訳／年 1994 1996 1998 2002

海外送金 250－400 400－650 650－800 790－1,050

戦略産業におけるインセ
ンティブのためのボーナ
ス 1）

30－50 70－100 80－110 80－110

観光産業からの収入 2） 20－50 55－130 55－130 80－145

その他 3） 5－10 10－20 30－55 50－75

合計 305－510 535－870 815－1,095 1,000－1,380

表３　 外貨店における顧客の外貨入手源別内訳

 （単位：百万ドル）

（出所）筆者による推計値。
（注）1） さまざまなインセンティブのバリエーションから支出されるものを

含む。
2）民宿やレンタカー、チップなどを含む推計値。
3）海外で働くキューバ国民（芸術家、学者、スポーツ選手など）の収入。

112

226
260

317
340 340

400 403

342

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

1993 1995 1996 1997 1998 1999 2001 2002 2003

図３　 外国投資および合弁による企業数の推移

（単位：社）

（出所）Center for the Promotion of Investment （CPI） , Foreign Investment 
in Cuba, Havana, March, 2004. 
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事
業
計
画
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
使
用
の
拡
大

を
目
的
と
し
て
い
た
。
同
時
に
、
国
内
物
価
を
緩

や
か
に
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

一
九
九
○
年
代
の
対
外
金
融
規
制
の
強
化
が
、

非
兌
換
ペ
ソ
に
よ
る
一
次
産
品
お
よ
び
そ
の
他
の

生
産
投
入
財
の
購
入
を
最
低
水
準
ま
で
減
少
さ
せ
、

外
貨
に
よ
る
金
融
枠
組
み
を
持
た
な
い
企
業
に
少

な
か
ら
ぬ
緊
張
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ

す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
貿
易
部

門
の
独
占
構
造
は
一
層
強
化
さ
れ
た
。
同
様
に
、

企
業
競
争
力
に
関
す
る
明
白
な
規
制
枠
組
み
と
消

費
者
保
護
の
有
効
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
欠
如
に
よ
っ

て
、
典
型
的
な
売
り
手
市
場
が
形
成
さ
れ
、
市
場

に
商
品
を
供
給
す
る
条
件
を
獲
得
し
た
一
部
の
企

業
に
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の

企
業
は
、
品
質
を
考
慮
し
た
り
よ
り
競
争
力
の
あ

る
商
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
そ

れ
ほ
ど
重
要
視
し
な
い
で
す
む
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
営
利
企
業
の
実
際

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
。
外
貨
店
で
の
価
格
決
定
は
相
対
的

に
分
権
化
さ
れ
、
価
格
は
国
際
市
場
価
格
に
極
め

て
近
い
水
準
に
設
定
さ
れ
た
が
、
適
切
な
品
質
、

サ
ー
ビ
ス
の
保
証
は
な
か
っ
た
。
価
格
改
革
の
目

的
は
外
貨
で
取
引
さ
れ
る
国
内
市
場
の
価
格
の
漸

進
的
な
低
下
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
短
期

的
に
は
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
影
響
は
否
定
的

な
も
の
と
な
る
。
一
部
の
企
業
が
競
争
能
力
や
経

済
的
持
続
性
に
お
い
て
も
重
大
な
痛
手
を
受
け
る

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
為
替
政

策
の
修
正
と
関
連
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

②
経
済
開
放
政
策
の
調
整

最
初
の
措
置
は
、
自
由
貿
易
地
区
（
Ｆ
Ｚ
）
へ

の
新
た
な
進
出
企
業
の
選
定
と
、
既
存
の
企
業
に

対
し
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
新
た
な
事
業
オ
プ
シ
ョ

ン
を
検
討
す
る
た
め
に
二
、
三
年
の
猶
予
を
与
え

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
由
貿
易
地
区
を
改
革
す
る

決
定
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
必
要
な
措
置
で
あ
っ

た
。
（ i ）
こ
れ
ら
の
地
区
は
世
界
中
で
同
種
の
地
区

が
衰
退
し
て
い
る
時
期
に
設
立
さ
れ
た
。
（ ii ）
同
地

区
に
拠
点
を
置
く
企
業
の
大
半
は
商
業
な
い
し
サ

ー
ビ
ス
業
で
あ
る
。
（iii）
当
該
地
区
へ
の
外
国
投
資

は
大
半
の
ケ
ー
ス
で
技
術
水
準
が
低
く
、
経
済
的

な
影
響
に
乏
し
い
も
の
だ
っ
た
。
（iv）
工
業
団
地
振

興
の
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
（ v ）
輸
出
実
績

は
当
初
予
想
に
達
し
て
い
な
い
。
（vi）
同
地
区
に
世

界
的
大
企
業
が
進
出
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
連
し
て
、
外
国
貿

易
を
行
う
た
め
に
承
認
さ
れ
た
事
業
ス
キ
ー
ム
の

見
直
し
が
各
省
庁
で
開
始
さ
れ
、
こ
れ
と
並
行
し

て
、
生
産
量
が
少
な
い
企
業
の
閉
鎖
や
事
業
内
容

の
妥
当
性
が
分
析
さ
れ
た
。

同
様
に
、
キ
ュ
ー
バ
で
登
録
さ
れ
、
外
国
貿
易

業
務
を
促
進
、
執
行
す
る
法
的
権
限
を
持
つ
外
国

企
業
子
会
社
の
評
価
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他

の
大
き
な
変
更
の
中
に
は
、
重
要
性
が
大
幅
に
減

少
し
た
外
国
投
資
の
扱
い
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
二
○
○
三
年
中
に
新
た
に
設
立
さ
れ

た
外
国
資
本
と
の
合
弁
は
五
件
に
と
ど
ま
る
一
方
、

六
○
件
以
上
が
閉
鎖
さ
れ
、
業
務
を
停
止
し
た
企

業
の
数
と
し
て
は
過
去
一
三
年
間
で
最
高
を
記
録

し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
図
３
参
照
）。
だ
が
、
こ
の
事
実
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
外
国
直
接
投
資
は
徐
々
に
キ
ュ
ー
バ
の
経

済
回
復
に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
き
た
。

経
済
の
い
く
つ
か
の
部
門
で
外
国
直
接
投
資
の
度

合
い
に
対
応
す
る
成
果
が
達
成
さ
れ
た
。
ま
た
、

外
国
直
接
投
資
の
総
資
本
形
成
に
対
す
る
寄
与
は

分
析
対
象
期
間
を
通
じ
て
平
均
七
％
程
度
で
あ
っ

た
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
、
国
内
資
本
蓄
積
は
い
ま
だ

に
極
め
て
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
二
○
○

一
年
以
降
は
、
生
産
部
門
に
お
い
て
投
資
率
が
著

し
く
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
外
国
投
資
は

引
き
続
き
一
定
の
重
要
性
を
持
ち
続
け
る
と
思
わ

れ
る
。

③
国
民
の
金
融
関
係
の
再
編

昨
年
六
月
三
○
日
に
米
国
政
府
が
施
行
し
た
新

た
な
措
置
、
す
な
わ
ち
親
族
送
金
の
上
限
額
引
き

下
げ
は
、
外
貨
に
よ
る
国
内
市
場
売
上
高
の
低
下

を
促
す
と
い
う
明
確
な
目
的
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
確
か
に
、
親
族
送
金
は
国
内
市
場
の
重

要
な
一
部
（
表
３
を
参
照
）
で
は
あ
る
が
、
唯
一

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

一
九
九
○
年
代
の
転
換
の
一
環
と
し
て
、
海
外

か
ら
の
送
金
に
加
え
て
、
観
光
お
よ
び
輸
出
あ
る

い
は
輸
入
代
替
と
関
連
す
る
そ
の
他
の
経
済
活
動

の
奨
励
シ
ス
テ
ム
、
自
営
業
の
開
放
、
一
定
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
（
家
屋
賃
貸
、
食
事
、
個
人
的
サ
ー

ビ
ス
な
ど
）
に
よ
り
外
貨
所
得
を
も
た
ら
す
部
屋

賃
貸
の
た
め
の
免
許
制
度
、「
外
貨
交
換
所
」

（C
asa de cam

bio

＝
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ａ
）
を
通
じ
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た
国
民
へ
の
外
貨
両
替
サ
ー
ビ
ス
の
開
放
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

確
か
に
、
現
時
点
で
は
、
海
外
か
ら
の
送
金
は

国
民
経
済
の
重
要
な
所
得
源
で
あ
る
。
だ
が
、
そ

れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
の
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
決
定
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
央
銀
行

決
議
第
八
○
号
が
、
こ
れ
ま
で
米
ド
ル
に
基
づ
い

て
い
た
す
べ
て
の
業
務
に
お
い
て
兌
換
ペ
ソ
の
使

用
を
義
務
付
け
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
決

定
は
キ
ュ
ー
バ
経
済
の
脱
ド
ル
化
を
目
的
と
し
た

一
連
の
措
置
を
完
成
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

中
央
銀
行
決
議
第
八
○
号
が
出
さ
れ
た
背
景
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
判
断
が
あ
っ
た
。
①
こ

の
決
議
は
金
融
自
主
権
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

②
外
貨
保
有
の
合
法
化
に
関
す
る
法
令
一
四
○
号

は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
③
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
資

金
備
蓄
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
措
置

の
導
入
が
可
能
で
あ
る
。
④
金
融
政
策
の
よ
り
一

貫
し
た
、
積
極
的
な
運
営
の
条
件
が
整
っ
た
。
⑤

外
貨
銀
行
口
座
を
保
有
す
る
す
べ
て
の
人
に
法
的

保
証
が
提
供
さ
れ
る
。
⑥
現
在
兌
換
で
き
な
い
国

内
通
貨
ペ
ソ
の
兌
換
可
能
性
の
た
め
の
技
術
的
条

件
が
整
っ
た
。
⑦
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
水
準
は

減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
⑧
国
際
的
慣
行
に
適
し

た
パ
タ
ー
ン
が
採
用
さ
れ
た
。

短
期
的
に
は
、
最
も
重
要
な
成
果
は
、
外
貨
準

備
の
大
幅
な
増
加
と
そ
れ
を
上
回
る
ペ
ソ
に
よ
る

受
け
取
り
、
外
貨
商
店
の
売
り
上
げ
増
加
、
で
あ

る
。
二
○
○
四
年
末
時
点
の
推
計
に
よ
る
と
、
外

貨
で
取
引
さ
れ
る
市
場
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
店

舗
の
売
り
上
げ
は
一
四
億
五
○
○
○
万
ド
ル
に
達

し
た
。
一
般
論
と
し
て
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
ド

ル
化
の
逆
転
は
通
貨
・
金
融
秩
序
に
い
く
つ
か
の

肯
定
的
な
要
素
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
自
国
通
貨

に
よ
る
給
与
支
払
い
を
選
好
し
な
い
な
ど
、
好
ま

し
か
ら
ざ
る
社
会
的
影
響
の
一
部
は
残
っ
て
い
る

が
、
国
民
は
、
今
後
兌
換
ペ
ソ
に
よ
る
所
得
を
求

め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
ハ 

バ
ナ
大
学
キ
ュ
ー
バ
経
済
研
究
所
研
究
員

／
監
修
＝
山
岡
加
奈
子
）
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